
てつとあそぼう

～「てつ」ってかたいよね。このかたい「てつ」に火をつけてみよう。どうなるかな？～
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わたしたちの身のまわりには、多くのものがあります。その中でもかたいものといえば・・・てつ

を思い出す人も多いことでしょう。家のやね、くぎ、かんづめのかんをはじめ、たくさんのてつとわ

たしたちのくらしはむすびついています。ところで、このてつに火をつけてみるとどうなるでしょう

か。紙や段ボールならどうなるかをそうぞうすることができるでしょう。てつにちょっとさいくをし

て火をつけてみましょう。さてさて、どのようになるでしょうか。もえるのでしょうか。ためしてみ

ましょう。

＜てつをだいひょうして、こんかいはおもに

くぎやかんをつかってみましょう。＞

よういするもの
□かん □くぎ □てつのこな（鉄粉） □水

□てつやすり □かみ □ろうそく □マッチ

□はいざら □たこ糸 □ピンセット □食塩

□ろうそく立て □ジッパー付きビニルぶくろ

□ティッシュペーパー □ガラスぼう

どうやってするの？

●まず、ろうそくに火をつけます。その火をて

つにつけてみます。はじめは、ぐぎにそのまま

ろうそくの火をつけてみます。どうなりました

か？

●つぎに、てつやすりをつかってくぎをけずっ

てみましょう。かみをしいて、その上でけずり

ます。たくさんのてつのこなができましたね。

てつは、やすりでけずることによっててつのこ

なになるのです。さあ、このこなをピンセット

でつまんで、ろうそくのほのおの上でパラパラ

とおとしてみましょう。さあ、どうでしょう。

さっきとようすがかわりましたね。

●てつは、かたまりではなくてこまかくするこ

とによってもえるのですね。パチパチと音を立

て、火花のように見えましたね。ほのおは上が

りませんが、白っぽくひかっているようすがて

つのこながもえているようすなのです。

●では、そのてつのこなをこんどはたこ糸につ

けてピンセットでつまんで下からもやしてみま

しょう。さっきの火花がたこ糸をつたわっても

えていきますね。まるで、せんこう花火のよう

にパチパチもえていきますね。

、 、●さいごに このてつにこなをふくろにいれて

いっしょにこいしょくえん水をふくませたティ

ッシュを入れて、もんでみましょう。どうなる

かな？だんだんとあたたかくなってきたかな？

じつは、ふくろのなかでてつのこながゆっくり

ともえているのです。ものがもえるといっしょ

にねつがでるのです。みなさんのいえのストー

ブがあたたかいのもそういうことなのですね。


